
◎主な歳出の推移

（人件費）

（扶助費）

（公債費）

（投資的経費）

（その他）

　繰出金は、介護、国保、後期高齢会計への義務的繰り出しは制度改正等により毎年増減し
ています。
　下水道会計については、事業に伴う繰り出しと、公債費に係る繰り出しが増加し、簡易水道
会計については、中央簡易水道整備により今後「事業費・公債費繰出」の増加が予測されま
す。

　補助費等については、年々減少傾向にありますが、一部事務組合（消防組合・衛生組合）
の負担金の増加が挙げられます。

　Ｈ１７年度の人件費については、勧奨退職の特別負担金と村単独の退職手当金が含まれ
ていることから、一時的に増加しましたが、Ｈ１８年度以降は、大幅に減少しています。

　各医療費助成、児童手当、障害者支援費等で増加傾向にあります。

　今後は、統合小学校整備に係る借入額の償還が始まるH２１年度から大幅な増加となります

　Ｈ１６・１７年度は統合小学校建設のため急激に増加しましたが、Ｈ１８年度以降は減少傾
向に転じています。
　今後公共施設等の整備については、事業の目的と効果を精査し、事業運営等の評価を行
い、行政経営的視点により実施していく必要があります。

人件費、扶助費、公債費、投資的経費の推移
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人件費 578,385 567,397 548,710 573,257 471,695 483,904 502,588

扶助費 45,337 69,623 75,237 74,262 69,697 67,360 69,726

公債費 430,943 455,920 432,840 416,641 440,848 417,039 401,873

投資的経費 402,696 403,285 792,834 1,625,506 387,431 283,545 138,092
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